
5 目指す未来

次世代型生産システム の構築

ダイセルにおけるモノづくりへのアプローチの基本は、これまでご紹介したように
基盤整備、標準化、システム化というステップです。

化学プラントでの【運転管理】においては、システム化のステップにAIを活用し
PCM（最適運転条件導出システム）とAPS（高度予知予測システム）で構築された
「自律型生産システム」が生まれました。

次の段階として、このアプローチの【生産管理】への導入を進めています。

化学プラントにおいて生産計画を立案する際には、非常に多くの制約条件を考慮
するため、製造とは異なりまだまだ熟練者のノウハウに頼っている部分が多いの
が現状です。制約を考える上で必要な情報の基盤整備と、熟練者の頭の中にあ
る判断基準を形式知として抽出し、市場環境や自社の状況に応じて、最適な生産
計画を自動で立案できる仕組みを構築していきます。

また、化学プラントの【設備管理】にも、このアプローチは適用できます。

人の五感で判断していた部分を、どのように標準化してシステム化していくかとい
う点が重要なポイントとなります。視覚や嗅覚、触覚など、化学プラントの設備管
理では人が五感で状態を捉え、変調を判断していることが実は多くあります。そ
こで、カメラをはじめとした五感代替のセンシングと、得られたデータをもとに変
調に対する原因を絞って対応策を提示するなど判断支援の仕組みを考えていま
す。
現在、取り組んでいるのは、人が行っている製造設備の日常点検・メンテナンス
作業を対象に、五感による点検データをAIで運用されるロボットが自律的に取得・
解析する仕組みの構築です。

これにより、五感点検のスピードや精度を向上させ、データ蓄積により人のノウ
ハウ蓄積につなげます。また、人が現場に行かずとも遠隔地から適切な点検・管
理できることによる作業者の安全確保や点検業務の在宅化の実現を検証します。
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ロボットによって距離や天候に関わらず遠隔から点検が行うことができ、従来
は人が歩き回って一日一回しか目視点検できなかった箇所を常時監視できる連
続点管理が可能となります。また、AIが補助することで、経験が少ない人や、
体力の有無に関わらず誰もが活躍できる仕組みとなります。 この技術は障が
い者やベテラン技能を持つ高齢者の雇用促進への寄与を目指しています。これ
はダイセルのサステナブル経営方針における「働く人の幸せ（Sustainable 
People）」の実現に向けた、具体的な取り組みの一つとなります。

五感点検

After

AI

熟練者のノウハウ
過去の管理データ

異常検知 判断支援

Before

熟練者の五感で点検

熟練者のノウハウ
センサー カメラ

遠隔地にいる人が点検・操作

化学プラントの運転管理だけではなく、生産管理や設備管理にも「自律型生産シ
ステム」のアプローチを導入していくことで、モノづくりはさらに進化していくで
しょう。

私たちダイセルは、「自律型生産システム」を自社のプロダクトチェーンの枠を
超えて拡張していきます。

市場や顧客のニーズを読み取り、生産現場で実行できる形へと変換し、モノづく
りを革新させる手段として、次世代の生産システムへとこれからも進化させていき
ます。

株式会社ダイセル「自律型生産システム」 https://www.daicel.com/autonomous-production-system/ © 2026 Daicel Corporation

https://www.daicel.com/autonomous-production-system/


巨大な化学工場を小さなデスクトップサイズにして

超効率的なものづくりを実現する

マイクロプラント

ダイセルは、化学プラント自体に対しても、技術革新を行っていきます。


その一つが、巨大化学工場をデスクトップサイズで実現するマイクロ流体デバイ

ス技術、マイクロプラントです。

生産設備の超小型化1

名刺サイズのガラス板をつなぎ合わせ、1つのユニットを構成。ガラス板の流路

のデザインを組み合わせることであらゆる化学製品に対応でき、1ユニットを並列

化することで生産量を増やすことが可能となります。さらに、実験室での結果を

工業化する際もガラス板の数を増やすだけで再現可能で、商業スケールへの立ち

上げスピードが上がります。

エネルギーレス化
2

超微細な流路の中では、温度や圧力にムラがなくピンポイントかつスピーディに
狙った反応を生み出すことが可能です。ムダな反応も起こりにくいため生産物の
純度が高く、余計なものを分離する後工程も不要になります。レジストポリマー製
造プラントに実装した場合、エネルギー使用量・CO₂排出量共に90%以上削減で
きると見込んでいます。
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生産拠点の自由化3

超小型・エネルギーレス・低コストで設備が構築できるため、生産拠点の自由度が

飛躍的に高まります。原料のある場所に生産拠点を置くことで地産地消が容易に

なり、輸送にかかるコストやエネルギーも大幅に削減されることが期待されます。

わたしたちは、いままでの固定観念に捕われず、


人も化学プラントも成長し続ける会社でありつづけます。

単語一覧

標準化

何もしなければ多様化・複雑化し、無
秩序になってしまう事柄について、秩
序が保たれる状態を実現するために、
誰もが共通して使用できる一定の基準
を定めること。作業手順やルールなど
を、すべての人が同じ方法でできるよ
うに統一することで、品質の安定や効
率化、後進への教育に寄与します。

PCM
最適運転条件導出システム。自律型生
産システムで使われる独自のAIのひと
つ。安全・品質・生産量・コストの指標
をリアルタイムで予測し、それぞれの
指標を最大化するための最適な運転条
件を導き出します。

化学プラント

原材料を化学反応など様々な工程で加
工し、化学製品や素材を大量生産する
ための工場・設備を指します。安全・安
定した運転やエネルギー効率の最適化
が求められます。

APS

高度予知予測システム。自律型生産シ
ステムで使われる独自のAIのひとつ。
PCM（最適運転条件導出システム） で
計画した運転条件に沿って生産を行う
中で、機器の故障や環境の様々な変
化によって、計画からの ズレが生じま
す。そのズレを抑えるため、APS で予
兆を検知して運転条件を修正し、計画
どおりの運転を行います。
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ノウハウ

実際の経験や現場作業で得られた知

識・スキル・工夫の総称です。作業を安
全かつ効率的に進めるうえで重要な要

素で、言葉やデータでまとめることで

共有・継承がしやすくなります。

五感

人間が感じ取ることのできる、見る・聞

く・触る・味わう・におう、という五つの
基本的な感覚です。

連続点管理

生産工程を継続的に監視・分析し、問

題点の早期発見や改善につなげるため
の、マルチトレーサビリティシステム。

形式知

誰にでも分かるように言葉や図、デー

タなどで表現された知識。暗黙知の共
有・継承を容易にします。

センシング

センサーや機械を用い、温度・圧力な

どの状態や変化を自動的に測定し、記
録・分析することです。
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